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スピン軌道相互作用は物質中のスピン緩和を支配するのみならず、スピン流－電流間の直接相

互変換を可能とする。バルクのスピン軌道相互作用により発現するスピンホール効果に関する研

究は半導体における観測に端を発し、現在では金属系におけるスピン軌道相互作用をベースとし

た新原理のスピントルク生成及び磁化制御手法の研究へと発展した[1]。一方で、スピン流から電

気信号への直接変換を可能とする逆スピンホール効果は、金属・無機半導体のみならず有機材料

でも観測され[2]、更にこの現象を用いたスピン流の直接検出により、新しいスピントロニクス現

象の発見へと繋がっている。

最近になり、スピンホール効果及び逆スピンホール効果を担うバルクスピン軌道相互作用のみ

ならず、金属ヘテロ界面或いは金属/酸化物界面における界面スピン軌道相互作用の重要性も指摘

されはじめた。特に、酸化物/強磁性金属/常磁性金属接合におけるスピントルク生成は、バルクス

ピン軌道相互作用によるスピンホール効果のみでは説明困難であることが明らかとなっており、

体系的な理解が得られていないのが現状である。また、スピントルク生成の逆過程として、巨大

なラシュバスピン分裂が現われることが知られていた Bi/Ag 界面に 3 次元スピン流を注入するこ

とで、スピン流から 2 次元電流への変換、逆エデルシュタイン効果が観測されている[3]。

本講演では、バルクスピン軌道相互作用により発現するスピンホール効果と界面スピン軌道相

互作用による電流－スピン流変換が誘起するスピントロニクス現象に関する最近の研究進展を紹

介する。
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